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図(左):SOHO衛星LASCO観測装置によるコロナ質量放出の観測画像(Figure15b of Cre-
mades & Bothmer 2004) 0 (右):コロナ質量放出の2次元シミュレーションによって得られ
た密度分布(log表示)0LASCO観測装置で得られる画像は、密度分布に比例した明るさ
が得られるため、これらの図はよい比較対象になる。シミュレーションではコロナ質量放
出の典型的な構造である three-part構造(明るいコア、暗い空洞、少し明るい外縁ループ)
がよく再現されており、その3つの構造の対応関係を実線で、示してある。
さらに本研究では、以上に述べたシミュレーションを用いた研究の観測的裏付けをとる
ため、コロナ質量放出と巨大なアーケードの関係について統計的手法を用いた観測的研究
も行っている。また、昨年打ち上げが成功した太陽観測衛星「ひので」搭載の極紫外線撮
像分光装置による分光撮像観測結果をシミュレーション結果から合成する手法の開発も行
い、磁気リコネクションに伴うプラズマの流れの検出可能性について評価を行った。
(塩田大幸記)
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